
【様式１号】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　８年　５月　12日
                                会社名
                                メールアドレス
                                担当者
質疑書兼回答書
(件名)　 いばらき環境フェア２０２６企画・会場設営等業務委託について、
　（　質問　・　回答　）します。
	質問事項
	回答

	仕様書に「生きもの博」との相乗効果やテーマに沿ったものとの記載がありますが、イベント内容が分からないため昨年実績もしくは今年度予定内容など教えていただけるでしょうか。
また対象来場者の属性（子ども等）も分かりましたらお願いいたします。
	「いばらきの生きもの博」の概要は以下のとおりです。
（１）目的

本市の豊かな生態系や、それらの保全活動について情報を発信し、生きものに関心を持つ市民や保全活動に参加する市民を増やす。
（２）令和７年度実績
●実施日：７月31日～８月３日
●来場者数：約4,300人（４日間）

●対象者：小学生以下のこどもと保護者
●実施内容
（展示）
水生生物・ジャコウアゲハ・爬虫類・両生類の展示、クイズラリー
（ワークショップ）
昆虫の観察と解説、爬虫類と両生類の観察と解説、カエルの観察とぬりえ
●参考
参考１_いばらきの生きもの博2025（チラシ）
（３）令和８年度実施内容（予定）
（展示）
●実施場所
多目的ホール、オープンギャラリー
●実施内容

ジャコウアゲハ展示(両日)、水生生物展示（８月22日）、北摂の生きもの展示（８月23日）
（ワークショップ等）
●実施場所
多目的室C1・C2、千堤寺ビオトープ
●実施内容
生きものの解説や工作等（両日）、千堤寺ビオトープの生きもの観察（８月23日）

	仕様書P3 ８ 業務遂行上の注意点 (1)において、「イベント開催中のリスクに備える保険（来場者用傷害保険など）へ加入すること」と記載ありますが、保険料を算出するにあたり昨年の来場者人数を教えてください。また、保険内容について指定はありますでしょうか。（例えば熱中症も対応できる保険など）
	（１）令和７年度の来場者数
●いばらきの生きもの博
来場者数：約4,300人（４日間）
●いばらき環境フェア
来場者数：約11,000人（２日間）
（２）保険内容
参加者及び出展者を対象として、熱中症を含め事故、ケガ等を補償するものです。

	「業務内容の詳細」P1（2）②部屋の養生について、範囲は全面必要でしょうか。傷や汚れる心配がある範囲のみでもよろしいでしょうか。
	汚損する恐れがある範囲のみ養生し、養生による事故等が起こらないように配慮してください。市民団体等の出店場所における床の養生範囲は、下記のブルーシートの範囲を参考にしてください。
●参考

参考２_養生場所（検討中）

	「業務内容の詳細」P2（3）②スタンプラリー用重ねスタンプと記載がありますが、参考資料の「2025の様子」の写真を見ますと、通常のスタンプに見受けられます。重ねスタンプは必須でしょうか。重ねスタンプが必要場合の絵柄は何パターンが必要でしょうか。
	重ねスタンプは必須ではありません。昨年度は、通常のスタンプで実施し、５か所のスタンプを集めてキーワードを完成させるものでした。
押印所５か所を全て回ることで、環境学習に繋がる企画を提案してください。

	業務内容の詳細」P2（6）⑤エコ・クッキング材料費について、どの程度必要でしょうか。
	30,000円必要です。材料の購入は市が依頼する講師が行い、不用になった材料費は受託者に返金します。

	業務内容の詳細」P2（6）⑥バス借り上げについて「運転手除く」と記載がありレンタカーが前提と思われます。その際運転手の免許証の提示や車両配送が必要となりますが、費用負担のみになるでしょうか。
	バスの定員が運転手を除いて28名以上であり、運転手を含めて用意してください。レンタカーの場合は、運転手の依頼費用及び車両運送費等を含みます。


※提出期限は、令和８年５月11日（月）午後５時です。（電子メール）
※質問がない場合は、提出不要です。
※回答は、随時本市ホームページに掲載します。
　茨木市　くらし産業環境部環境政策課
電話：072－620－1644（直通）　　　　　 
E-mail：kankyoseisaku@city.ibaraki.lg.jp

